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６
月
２
日
、
平
成　

年
度
第
２

２０

回
市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
市
長
か
ら
採
血
用

 
穿  
刺 
器
具
の
使
用
に
つ
い
て
報
告

せ
ん 

し

し
、
続
い
て
、
当
面
す
る
市
政
の

諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主

な
も
の
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し

た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　

国
に
よ
り
、
事
業
の
推
進
が
図

ら
れ
、
河
道
掘
削
工
事
は
、
円
山

川
の
中
・
下
流
部
お
よ
び
出
石
川

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

築
堤
工
事
は
、
一
日
市
区
の
軟

弱
地
盤
対
策
工
事
に
着
手
さ
れ
、

小
河
江
･
八
代
区
の
河
道
掘
削
土

砂
処
分
も
進
ん
で
い
ま
す
。

○
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備

　

施
設
の
維
持
管
理
・
運
営
業
務

を
行
う
「
豊
岡
総
合
健
康
ゾ
ー
ン

Ｐ
Ｆ
Ｉ
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、

５
月　

日
に
基
本
契
約
を
締
結
し

１２

ま
し
た
。
建
設
工
事
は
、
平
成　
２１

年
度
か
ら
着
手
し
ま
す
。

○
豊
岡
病
院
の

　
　
　
　
　

救
急
医
療
確
保
対
策

　

地
域
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
豊

岡
病
院
で
も
、
時
間
外
や
救
急
患

者
の
集
中
、
軽
症
で
も
安
易
に
救

急
を
受
診
す
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
救
急
医
療
の

崩
壊
を
危
惧
す
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
は
、
緊
急
に
対
応
す
べ
き
課

題
と
し
て
、
公
立
豊
岡
病
院
組
合

と
連
携
し
、
医
療
現
場
の
状
況
の

理
解
と
救
急
の
適
正
利
用
を
市
民

に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
立
休
日
急
病
診
療
所

の
利
用
促
進
に
努
め
、
病
院
救
急

医
療
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

今
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

老
人
保
健
制
度
に
代
わ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
市
で
は
、
一
部
の
方
に

は
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
の

方
も
７
月
に
は
納
付
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
、
制

度
の
内
容
等
を
お
知
ら
せ
し
、
理

解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

○
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
答
申
を
受
け
、
条
例
の
一

部
改
正
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

過
去
３
年
間
続
け
て
い
た
旧
市
町

ご
と
の
不
均
一
課
税
を
廃
止
し
ま

し
た
が
、
被
保
険
者
の
負
担
増
を

減
ら
す
た
め
、
基
金
か
ら
充
当
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
療
制
度
改
革
に
伴

う
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

国
保
税
の
課
税
方
式
を
従
来
の
医

療
分
、
介
護
納
付
金
分
の
２
本
立

て
か
ら
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

を
追
加
し
た
３
本
立
て
の
課
税
方

式
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

　
　
　
　
　
　

野
生
復
帰
の
推
進

　

百
合
地
区
の
人
工
巣
塔
を
始
め

と
す
る
６
カ
所
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

ヒ
ナ
は
、
順
調
に
成
長
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
餌
場
と
な
る
湿
地
の

整
備
や
生
息
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

環
境
創
造
型
農
業
の
拡
大
な
ど
に

取
り
組
み
、
多
彩
な
生
き
も
の
と

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿

地
は
、
秋
の
完
成
を
目
指
し
て
、

県
と
市
が
共
同
で
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
湿
地
内
で
ヒ

ナ
の
ふ
化
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
一
部
の
工
事
の
実
施
を
制
限

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
湿
地
全
体

を 
公 
の
施
設
と
す
る
条
例
案
を
提

お
お
や
け

出
し
て
い
ま
す
。

○
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の

建
設
計
画

　

４
月　

日
、
候
補
地
選
定
委
員

２３

会
で
「
森
本
・
坊
岡
区
」
が
適
地

と
し
て
選
定
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け

て
、
北
但
行
政
事
務
組
合
で
、
候

補
地
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
竹
野
地
域
で
市
民
説
明
会

が
、
ま
た
候
補
地
の
周
辺
地
区
に

対
し
て
、
事
業
説
明
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　
　
　
　
　
　

実
行
計
画
の
策
定

　

事
業
所
と
し
て
の
市
役
所
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
実
行

計
画
の
策
定
と
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
新
市
と
し
て

は
未
だ
策
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
に
実
行
計

画
を
策
定
し
、
市
役
所
自
ら
が
率

先
し
て
積
極
的
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
ま
す
。

○
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

国
で
は
、
全
国
の
小
学
校
が
農

山
漁
村
に
お
け
る
体
験
活
動
を
行

う
こ
と
を
目
指
し
、
今
後
５
年
間

で
受
入
れ
体
制
整
備
等
を
図
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
本
市
は
、
全
国
で　
５０

の
モ
デ
ル
地
区
の
一
つ
と
し
て
内

定
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
は
早
期

に「
長
期
宿
泊
体
験
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
中
心
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
積
極
的
な
受
入
れ
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
兵
庫
県
大
型
観
光
交
流

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
組
み

　

来
年
開
催
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
向
け
て
、
５
月
に
神
戸
市
で

全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
城
崎
麦

わ
ら
細
工
の
実
演
と
豊
岡
鞄
・
出

石
焼
の
展
示
等
を
行
い
、
商
談
会

で
は
、
観
光
素
材
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
旅
行
代
理
店
の
方
々
に

本
市
の
観
光
素
材
を
視
察
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
秋
に
は
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
る
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市 
政 

の 

動 

き 
市
長
総
括
説
明
 から 

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち
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今
後
も
、
各
種
媒
体
を
利
用
し
、

京
阪
神
は
も
と
よ
り
、
首
都
圏
を

中
心
に
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
有
機
農
業
推
進
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
組
み

　

今
年
度
か
ら
有
機
農
業
総
合
支

援
対
策
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
本
市
は
、
地
域
有
機
農
業
推

進
事
業
に
応
募
し
、
全
国
で　

の
４５

団
体
等
の
一
つ
と
し
て
内
定
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、「
コ
ウ

ノ
ト
リ
共
生
農
業
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
後
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
」
の

普
及
・
拡
大
や
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
と
共
生
す
る
豊
岡
型
環
境
創

造
型
農
業
を
一
層
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

○
木
屋
町
小
路
整
備
事
業

　

整
備
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

７
月　

日
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で

２６

す
。本
施
設
は
、「
城
崎
町
商
工
会
」

が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業

　

整
備
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

７
月　

日
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で

２８

す
。
本
施
設
は
、「
た
ん
た
ん
温
泉

運
営
管
理
組
合
」
が
指
定
管
理
者

に
な
り
、
農
家
民
宿
な
ど
の
施
設
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
等
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
と
豊
か
な
自
然
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
拠
点
と
し
て
、管

理
運
営
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
促
進

　

東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
て
、

目
標
搭
乗
率
を　

パ
ー
セ
ン
ト
と

７０

す
る
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト 　
 
」
と
称
し

な
な
ま
る

た
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
利
用
促

進
大
作
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
を
は
じ
め
、
但
馬
地
域
や

丹
後
地
域
の
潜
在
的
な
航
空
需
要

を
目
に
見
え
る
形
で
示
し
、
国
や

航
空
会
社
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

○
全
但
バ
ス
の
路
線
休
止
対
応

　

市
と
し
て
の
路
線
維
持
に
対
す

る
考
え
方
と
運
行
計
画
案
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。
今
年　

月
か
ら

１０

来
年
９
月
ま
で
の
１
年
間
を
実
証

期
間
と
し
、
そ
の
後
、
評
価
と
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
永
楽
館
整
備

　

永
楽
館
の
復
原
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
７
月　

日
に
オ
ー
プ
ン

２３

の
予
定
で
す
。

　

復
興
記
念
の
初
興
行
と
し
て
、

「
永
楽
館 　

落 

こ
け
ら
お
と
し 
大  
歌  
舞  
伎 
」
を
８

お
お 

か 

ぶ 

き

月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
計　

回
の

１０

公
演
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
興
行

前
日
に
は
、
出
石
藩
夏
祭
り
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
出
石
城
下
町
を

役
者
が
顔
見
世
す
る
「
お
練
り
」

を
行
う
な
ど
、
永
楽
館
の
復
興
の

気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

○
病
児
・
病
後
児
保
育

　

市
で
は
、
病
気
の
回
復
期
に
あ

る
児
童
を
一
時
的
に
預
か
る
病
後

児
保
育
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

７
月
か
ら
病
気
初
期
や
病
気
の
回

復
期
に
至
ら
な
い
病
児
も
保
育
で

き
る
病
児
対
応
型
保
育
事
業
へ
移

行
し
、
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○
学
校
施
設
整
備
計
画
の
推
進

　

豊
岡
市
学
校
施
設
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
新
耐
震
基
準
施
行
前
に

建
築
さ
れ
た　

校
の
耐
震
化
の
検

２０

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
耐
震
順
位

上
位
７
校
の
耐
震
診
断
の
実
施
お

よ
び
補
強
計
画
の
作
成
が
終
わ
り
、

今
年
度
は
、
豊
岡
北
中
学
校
の
耐

震
補
強
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
他

の
学
校
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況

等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
順
次
、
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

○
都
市
計
画
税
の
あ
り
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　

見
直
し
方
針

　

都
市
計
画
税
の
廃
止
に
伴
う
代

替
財
源
の
確
保
策
で
あ
る
市
税
の

超
過
課
税
は
、
次
の
方
針
と
す
る

こ
と
に
し
、
豊
岡
市
市
税
条
例
の

一
部
改
正
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

①
市
民
税
と
固
定
資
産
税
の
組
合

せ
と
す
る
。

②
税
率
の
設
定
は
、
資
産
に
対
す

る
課
税
の
増
加
幅
を
小
さ
く
し
、

資
産
は
あ
る
が
収
入
の
少
な
い

世
帯
に
配
慮
す
る
。

③
併
せ
て
、
人
件
費
削
減
、
経
費

削
減
な
ど
の
行
政
改
革
を
徹
底

的
に
進
め
る
。

　

な
お
、
行
政
改
革
は
、
平
成　
２６

年
度
ま
で
に　

億
５
千
万
円
の
効

８１

果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
起
債
の
繰
上
償
還
、
人
件
費
の

削
減
効
果
を
追
加
し
ま
す
。

○　

但
東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

（有）

　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
解
消

　

但
東
地
域
の
家
庭
ご
み
収
集
運

搬
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
も
出
資

す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
有
限

会
社
但
東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と

随
意
契
約
し
て
い
ま
す
が
、
入
札

に
改
め
ま
す
。
第
三
セ
ク
タ
ー
は

入
札
に
参
加
で
き
な
い
た
め
、
同

社
の
申
し
出
を
受
け
、
８
月
に
第

三
セ
ク
タ
ー
方
式
を
解
消
す
る
予

定
で
す
。

○
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

　
　

事
務
処
理
誤
り
の
対
応
状
況

　

該
当
の
方
々
に
お
詫
び
を
す
る

と
と
も
に
、
負
担
に
つ
い
て
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
事
務
処
理
誤
り

の
合
計
２
０
６
人
、
３
、９
９
７

万
９
、０
４
３
円
の
う
ち
、１
４
４

人
、
２
、６
９
４
万
６
、
２
３
１
円

に
つ
い
て
は
、
協
力
金
の
納
付
ま

た
は
納
付
の
約
束
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
残
る　

人
、
１
、３
０
３

６２

万
２
、８
１
２
円
に
つ
い
て
は
、理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

改
め
て
、
議
会
、
市
民
の
皆
様

に
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
事
実
関
係
の

把
握
に
努
め
、
職
員
へ
の
対
応
を

検
討
し
、
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

○
道
路
特
定
財
源

　

４
月
１
日
、
暫
定
税
率
が
一
部

を
除
き
失
効
し
た
こ
と
か
ら
、
市

で
は
、
や
む
を
得
ず
、
平
成　

年
２０

度
当
初
予
算
に
係
る
１
０
８
事
業
、

事
業
費
総
額
約　

億
５
千
万
円
の

１８

実
施
を
凍
結
し
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
の
暫
定
税
率
復
活
に

合
わ
せ
て
予
算
の
凍
結
を
解
除
し

ま
し
た
が
、
失
効
期
間
の
収
入
減

が
見
込
ま
れ
、
国
の
責
任
で
適
切

な
補
て
ん
措
置
を
確
実
に
講
じ
ら

れ
る
よ
う
、
強
く
要
請
し
て
い
き

ま
す
。

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

■
市
政
の
運
営

７０


